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②」8聯

　　　　　　　　　③鵜8ご’り

　
任
期
満
了
に
よ
る
東
郷
町
長
選
挙
及
び
町
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
が
7
月
1
5
日
（
日
）
に
行
わ
れ
、
町
長
に
小
林
理
教
氏
が

再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
町
議
会
議
員
に
は
現
職
1
0
人
、
新
人
4
人
が
当
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
町
長
・
町
議
と
も
、
任
期
は
平
成
1
7
年
8
月
1
0
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
ム
フ
回
の
町
長
選
挙
の
投
票
率
は
、
9
3
・
2
6
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
4
年
前
の
9
4
・
3
2
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
べ
る
と
一
・
0
6
ポ

イ
ン
ト
の
減
で
し
た
。△

鞭
　
　
　
．

可
議
会
議
員
の
顔
ぶ
れ

現
職
1
0
人
新
人
4
人

女
性
議
員
2
名
誕
生

「
レ
正
戦

篠
．
～
臨
原
騨

　
匁
2

　
　
　
　
　
　
　
寺
御

ぐ審レ
　　　　ムム　コ

田邊伊三郎
（58歳）鶴野内2期目

伊東征男
（59歳）鶴野内1期目

（
立
候
補
届
出
順
）

σ
♪

戦
ぎ

田原千春
（46歳）田野1期目

畝原幸裕
（45歳）小野田2期目

稲田眞人
（68歳）坪谷2期目

ご
あ
い
さ
つ

町
長
小
林
理
教

　
こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴

う
町
長
選
挙
に
あ
た
り
、
不
肖

を
か
え
り
み
ず
再
度
立
候
補
致

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
町
民
多
数

の
ご
支
持
に
よ
り
当
選
の
栄
を

与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
2
1
世
紀
の
幕
開
け
の
町
政
を
担

う
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
、
身
の
ひ

き
し
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
4
年
間
の
実
績

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提

言
等
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
住

民
福
祉
の
向
上
と
本
町
の
振
興

発
展
に
全
力
を
つ
く
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
と

こ
鞭
燵
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
地
方
分
権
、
市
町
村

合
併
、
地
方
財
政
、
介
護
保
険

制
度
な
ど
町
村
が
抱
え
る
課
題

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
税
収

減
な
ど
財
政
状
況
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
多
様

化
す
る
町
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
こ
た
え
る
た
め
に
、

「
2
1
世
紀
に
は
ば
た
く
牧
水
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
た
第
三
次
東
郷
町

総
合
長
期
計
画
を
も
と
に
、
次

の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

1
、
畜
産
、
施
設
野
菜
、
環
境
保

全
型
農
業
、
農
林
業
基
盤
の
整
備　「○騨

前田福美
（64歳）迫野内1期目

・
…
♪

田中　　守
（69歳）越表5期目

新名敏文
（51歳）福瀬2期目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ロ
目

2
、
若
者
定
住
の
た
め
の
企
業
誘

致
や
住
宅
、
教
育
環
境
の
整
備

3
、
2
1
世
紀
を
担
う
人
づ
く
り

の
た
め
の
就
学
前
及
び
小
中
学

校
教
育
の
充
実
と
、
情
報
教
育

の
推
進
及
び
生
涯
学
習
の
充
実

4
、
高
齢
者
の
福
祉
、
医
療
、

健
康
基
盤
の
充
実
、
及
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
の
育
成
等
に
よ
る

福
祉
の
町
づ
く
り
の
推
進

5
、
地
方
分
権
の
推
進
及
び
日
向
・

東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
に
よ
る

ご
み
等
、
地
域
環
境
の
整
備

6
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
の
推
進

　
以
上
の
政
策
を
推
進
す
る
た
め
、

役
場
組
織
機
構
の
合
理
化
や
事

務
事
業
の
見
直
し
、
行
政
評
価

の
実
施
、
地
方
行
革
、
情
報
公
開
、

地
域
I
T
の
推
進
、
合
併
研
究
、

更
に
は
広
域
連
合
の
円
滑
な
運

営
等
へ
一
層
の
取
り
組
み
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
又
、
私
ど
も
は
、
こ
の
町
の

お
か
れ
て
い
る
環
境
や
過
疎
地

域
な
ら
で
は
の
特
性
を
生
か
し
て
、

町
政
を
発
展
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
透
明
か

つ
公
正
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
、

今
後
ま
す
ま
す
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、

町
政
の
振
興
と
発
展
に
最
善
の

努
力
を
傾
注
す
る
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係693900まで〉

　　　．一夢　済

褐緊レ
藤井柳太郎

（53歳）羽坂2期目

　　　　く雍起

瓢
黒木睦實

（62歳）寺迫2期目

ぜ警レ

田代忠孝
（65歳）寺迫3期目

畢》．

、

山田美津子
（55歳）福瀬1期目

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係693900まで〉
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誠法搬臼

壽辱慮⑲
第
4
部
（
羽
坂
）

　
　
　
が
優
勝

　
梅
雨
間
の
青
空
が
広
が
る
、

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
で
開
か
れ
た
大
会
に
は
、

消
防
団
員
を
は
じ
め
、
来
賓
、

応
援
者
が
多
数
参
加
し
、

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
部
は
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
（
本
部
の
み
積
載
車

操
法
）
で
日
頃
の
訓
練
の

劉
罵
セ
㌻
ゑ

成
果
を
競
い
合
い
ま

し
た
が
、
操
作
員
は

緊
張
の
中
に
も
汗
び

っ
し
ょ
り
に
な
り
な

が
ら
、
機
敏
な
動
作

で
操
法
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
今
年
は
、

初
め
て
道
の
駅
と
う

こ
う
イ
ベ
ン
ト
広
場

を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
多

数
の
応
援
や
観
衆
が

躍

　　

@　

@　

@睦

馨
遡

繭』く職図

＿一づ『壱

お
と
ず
れ
、
操
作
員
も
ひ
と

き
わ
熱
の
こ
も
っ
た
操
法
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
ど
の
部
も
す

ば
ら
し
い
操
法
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
が
、
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
第
4
部
が
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
8
月
4
日
（
土
）

に
日
向
市
の
消
防
広
場
で
開

催
さ
れ
る
日
向
支
部
操
法
大

会
に
第
1
部
（
小
野
田
）
と

第
7
部
（
寺
迫
）
が
出
場
し

ま
す
。【

大
会
結
果
】

優
　
勝
　
第
4
部

部
　
長

指
揮
者

1
番
ロ
貝

2
番
田

3
番
員

　
　
（
羽
坂
）

寺
原
記
法

三
原
直
人

橋
口
一
郎

高
山
幸
人

中
野
清
宏

第
2
位
　
第
H
部
（
仲
深
）

　
部
長
水
野
清
一
郎

　
指
揮
者
　
山
口
　
智

　
1
番
員
　
田
原
秀
郷

　
2
番
員
　
田
口
克
彦

　
3
番
員
　
酒
井
省
二

第
3
位
第
1
部
（
小
野
田
）

　
部
長
糸
平
日
出
美

　
指
揮
者
　
都
甲
真
一

　
1
番
員
　
笙
瀬
智
彦

　
2
番
員
　
舛
田
栄
彦

　
3
番
員
　
橋
口
孝
広

　
　
　
鐸
ド
；

　
健
康
や
体
力
の
保
持
増

進
と
「
2
1
世
紀
に
は
ば
た

く
活
力
に
満
ち
た
牧
水
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
へ
の

貢
献
を
目
的
と
し
て
、
7

月
8
日
（
日
）
、
　
二
二
世

代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
大
会
は
、
心
配

さ
れ
た
天
候
も
回
復
し
、

72

`
ー
ム
が
参
加
、
オ
ー

プ
ン
チ
ー
ム
も
含
め
る
と

2
8
0
名
を
超
す
過
去
最

高
の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

暴
婁
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

「3耳　　　　、
、

・
蔭

鼠
撫

・
鍵

　
　
憲
繋

試
合
で
は
、
多
く
の
励
ま

し
の
声
や
歓
声
の
中
、
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
1
2
と
び

だ
し
、
盛
況
の
う
ち
に
大

会
が
終
了
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

優
　
勝
　
田
野
C
チ
ー
ム

　
　
矢
野
ス
ミ
子
　
寺
田

　
　
美
紀
　
川
原
洋
信

準
優
勝
　
寺
前
J
チ
ー
ム

　
　
田
代
嘉
穂
　
田
代
啓

　
　
田
代
義
富

第
3
位
　
迫
野
内
A
チ
ー
ム

　
　
佐
藤
勉
　
佐
藤
由
佳

　
　
佐
藤
新

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係693900まで〉
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　　　　　　　　　　　　　入院時の食事代

　入院したときの食事代（入院時食事療養費）は、

　　　次の「標準負担額」を負担していただきことになります（残りは国保が負担）。

○入院時の食事代は、高額療養費の対象になりません。

※1　住民税非課税世帯などの方は、

　　　申請によって町が交付する「標

　　　準負担額減額認定証」が必要

　　　です。　（前年度に引続き住民

　　　税非課税世帯であっても、毎

　　　年6月以降には申請が必要で

　　す。）

過去12ヵ月の入院日数の合

計（再入院も含む）。

※2

一　　　　般　　　　　1　　　　1日780円

住民税非課税世帯※1
1日650円（90日以内の入院）

P日500円（90日を超す入院）※2

住民税非課税世帯で老齢

沁ヴN金を受けている方
1日300円

※詳しくは、住民課国民健康保険係（69－3902）までお問い合わせください。

8肩はA輕啓巽強調福間で言
　「考えたい　語りたい　人権の夏」

人
権
啓
発
強
調
月
間
の
主
な
行
事

■
人
権
フ
エ
ス
タ
2
0
0
1
h
み
や
ざ

き日
時
　
8
月
1
0
日
（
金
）
・
1
1
日
（
土
）

場
所
　
シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
サ
ミ
ッ
ト
及
び
イ
ベ
ン
ト
広
場

内
容
…
①
講
演
（
高
島
肇
久
「
国
際
連
合
広
報

セ
ン
タ
ー
所
長
」
、
大
平
光
代

「
だ
か
ら
あ
な
た
も
生
き
ぬ
い
て
の
著
者
」
）

②
相
田
み
つ
を
展

③
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
（
デ
ュ
ー
ク
エ
イ

セ
ス
）
1
1
日

④
映
画
祭
な
ど
（
ダ
イ
ナ
ソ
ー
、
ト
イ
ス
ト
ー

リ
ー
2
ほ
か
）

■
夏
休
み
ふ
れ
あ
い
映
画
祭

日
時
“
8
月
2
9
日
（
水
）

場
所
…
門
川
町
総
合
文
化
会
館

内
容
　
ト
イ
ス
ト
ー
リ
ー
2
、
僕
の
青
空
、

の
架
け
橋
ほ
か

虹

■
人
権
啓
発
映
画
テ
レ
ビ
上
映

日
時
　
8
月
6
日
目
月
）
1
5
時
3
0
～
1
6
時
2
5
（
い

の
ち
の
輝
く
灯
）
　
「
U
M
K
」

8
月
2
7
日
（
月
）
1
5
時
3
0
～
1
6
時
2
5
（
一
枚
の

絵
て
が
み
）
　
「
U
M
K
」

■
人
権
に
関
す
る

　
作
文
、
図
画
、
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
県
内
の
小
学
校
・
中
学
校
⊥
局
等
学
校
、
盲

学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
　
（
詳

し
く
は
各
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

O●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一Q●一〇■一〇●一〇●一Q●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇．一〇●一〇●一一〇●一〇■一〇●一〇●一〇●一〇●

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

田
植
え
時
を
病
み
て
早
苗
に
ふ
る
る
な
し

農
に
生
き
来
し
心
寂
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

憂
ひ
な
き
日
々
の
あ
り
し
は
孫
連
れ
て

妻
と
奥
州
を
旅
せ
し
頃
か

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

魂
が
盆
に
帰
り
て
宿
る
と
ふ

そ
の
宿
り
木
を
庭
に
植
え
た
し

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

山
並
み
は
小
雨
に
煙
り
ア
ジ
サ
イ
に

五
月
雨
の
降
る
朝
は
寂
し
く

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

高
瀬
舟
の
通
ひ
し
跡
と
ふ
川
の
面
に

濡
ひ
く
影
し
て
夕
月
あ
は
し

　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

遠
き
日
に
色
白
き
若
き
女
あ
り
き

ラ
イ
病
む
と
聞
き
し
そ
の
後
を
知
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

ひ
と
と
き
を
庭
の
紫
陽
花
に
舞
ひ
み
た
る

蛍
は
遠
き
闇
に
消
え
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

幾
と
せ
か
学
び
て
来
た
る
歌
の
道

心
に
残
る
歌
ひ
と
つ
な
し

　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

東
京
に
育
ち
し
姑
の
百
歳
の

記
念
日
を
共
に
吾
も
迎
へ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

春
雨
の
車
窓
に
見
ゆ
る
津
久
見
の
海

磯
に
遊
び
し
亡
き
祖
母
を
恋
ふ

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

初
夏
の
緑
の
山
に
こ
だ
ま
し
て

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
風
に
の
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

西
郷
の
道
の
駅
に
て
山
を
仰
ぎ

清
き
流
れ
に
ひ
と
日
遊
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

気
配
り
が
気
に
い
ら
ざ
る
か
病
人
に

叱
ら
れ
て
寂
し
き
夕
べ
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

草
む
ら
に
蛇
の
捕
ら
え
し
蛙
の
声

聞
き
て
夕
べ
の
心
晴
れ
ざ
り

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

茂
り
ゆ
く
春
の
草
焼
く
バ
ー
ナ
ー
の

音
ひ
び
く
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
を
巡
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係693900まで〉



　　　　　　　コ。班二二ご’り

育児サークルのご案内
　今回は、簡単な離乳食、おやつづくりを行います。

育児中の方はもちろん、妊婦さんもこれからのため

に参加しませんか？

日　時：8月30日（木）　10：00～

場所：やすらぎ館2階（和室）

持参するもの：エプロン

歯
自
慢
の
鋭
気
募
集

　
人
生
8
0
年
時
代
、
自
分
の

歯
を
保
つ
こ
と
は
、
健
康
生
活

の
維
持
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

　
8
0
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯

で
お
い
し
く
も
の
が
食
べ
ら
れ

る
よ
う
自
分
の
歯
を
2
0
本
以

上
保
つ
と
い
う
「
8
0
2
0
運
動
」

を
平
成
元
年
か
ら
実
施
中
で
す
。

　
自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
が
、

80

ﾎ
以
上
の
方
で
「
2
0
本
以
上

自
分
の
歯
を
お
持
ち
の
方
」
又

は
「
そ
う
い
う
人
を
知
っ
て
い

る
と
い
う
方
」
保
健
係
ま
で
ど

し
ど
し
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
た

だ
し
、
町
内
在
住
の
方
に
限
り

ま
す
。
）

　　夏休み健康絵画教室
対象：健康ポスターに応募される児童・生徒
日時：8月17日（金）9時～！6時
場所：道の駅「さくら館」
参加料：500円（弁当代、保険料）

持参するもの：筆記用具、上履き、サインペン、絵

　　　　　　の具、パレット水入れ等
参加申し込み：保育園、幼稚園、学校を通して申し
　　　　　　込んでください。

健
康
ポ
ス
タ
ー
募
集

参
加
対
象

町
内
在
住
の
園
児
、
小
学
生
、

中
学
生

募
集
内
容

○
題
材
は
、
①
体
の
衛
生
②
エ

　
イ
ズ
予
防
③
救
急
医
療
④

　
食
生
活
の
安
全
⑤
環
境
啓

　
発
⑥
体
力
増
進
の
6
項
目

　
画
用
紙
　
4
つ
切
り
又
は

　
8
つ
切
り
で
水
彩
の
み
と
し

　
ま
す
。

募
集
期
間
　
8
月
－
日
（
水
）

か
ら
9
月
7
日
（
金
）
ま
で

提
出
先
各
保
育
園
、
幼

稚
園
、
学
校
ま
で

8月の行事予定表
健康相談（健康ヵしンダーを一部変更しています）

期　　日 会　　　　　　　　場

8月1日（水） 中　尾公　民館　・庭　田　公　民館

8月2日（木） 山ノロ集落センター・落鹿公民館

8月9日（木） 羽坂生活改善センター・硯野集会所

8月10日（金） 大工野集落センター・東上コミュニティセンター

8月24日（金） 鶴野内コミュニティセンター・八重原公民館

8月29日（水） 鹿瀬集会所・地内集会所・迫野内公民館

子ども健康セミナー
期　日 会　　　　　場 受付時間

8月7日（火）

@8日（水）
さ　　　く　　　ら　　館 8：30～

乳児・3歳児健診

8月16日（木） や　　す　　ら　　ぎ　　館

乳児
P4：00～14：20

R歳児
P3：00～13：20

健康「食と運動」講座（第2回）
8月2旧（火）1やす　ら　ぎ館9…～

リハビリ教室
期　日 会　　　　　場 受付時間

8月22日（水） シルバーセンター 10：30～10：40

3

醗・

健
康
短
歌
募
集

参
加
対
象
　
町
内
在
住
の
小

学
生
、
中
学
生

募
集
内
容
　
健
康
に
関
す
る

内
容
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
8
月
1
日
（
水
）

か
ら
9
月
7
日
（
金
）
ま
で

提
出
先
各
学
校
を
通
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

り》ボイ》ト栄養学

　　　　●夏ばてを予防しましょう

　暑い日が続くと、食欲がなくなり、睡眠不足になりま

す。また、体も汗を出して体温を下げるなど、暑さに対

応するため体力を消耗します。

　その一方、夏場はさっぱりとしたものだけで食事を
すませたり、冷たいものをたくさん食べたりします。冷

たいものの食べ過ぎや水分のとりすぎは胃腸の消化・

吸収の能力を低下させます。　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうした悪条件がそろっている夏場だからこそ、高た．
んばく、高脂肪、高ビタミンの食品をとらなければなり、

ません。また、冷たくて甘いものをたくさん食べるとそ1

れを消化・吸収するためにビタミンB1を消耗します。1

ビタミンB1が不足すると、疲労感や倦怠感を助長しi
ますから、これを多く含む食品を食べるようにしましよう。

　　　高たんぱく、高脂肪、高ビタミンの食品には、

ζ

　　うなぎ、アナゴ、ドジョウなどがあり、ビタミ

羅無難難
　ヒ

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係693900まで〉

　　　　　　　聯8こハり⑥

食中毒予防の
ポイント

　　夏場は要注意！

　　　食中毒件数と患者数の季節変動
　人　　　　　（平成11年）　　　　　件
14，000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　700

12、000

10，000

8，000

6ρ00

4，000

2，000

0

123456789101112

月月月月月月月月月月月月

600

500

400

300

細菌性が多い
食中毒とは、飲食物を口にしたときにから
だの中に取り込まれた細菌や有害な物質が
原因となって起こる急性の健康被害のこと
を指します。吐き気や腹痛、下痢などが食
中毒の代表的な症状です。

儀彪より

やすらぎ藩
臣69一・3367

感染源となる食品
生のものは特に危険！
細菌性食中毒の感染源となる食品
の多くは、魚介類、肉類、卵など
です。からだが弱っているときや
食品が新鮮でないときなどは生食
を控え、きちんと加熱して食べる
ようにしましよう。

200

ｲ理上の注意
100

0

　　中毒の疑い象　　あったら…

食中毒は死に至ることもあ

る恐ろしい病気です。もし

食中毒になったら、すみや

かにお医者さんにかかりま
しょう。

毒を体外に出すこと
ロコココ　コ　ロロ　ロ　ココココココロコココロココロココ　ロコ　コロロ　　ロ　

　吐き気があるときはそのまま吐

かせましょう。その際、おう甘し

たものが肺に入りこまないよう腹

ばいまたは横向きにしておきまし

ょう。

○傷のある手で調理しない

○調理したら短時間で食べ
　ましょう

　　　　　／
　　＼ 化膿

している
指に注意

ooO

お医者さんに
かかるまでの
注意

脱水症状に注意
コ　ロココロコロ　コ　　ロ　　コロココロココココロコロロ　コ　コ　ロコ

　おう捌した後や下痢が激し

いときは、水分を十分に与え

菌
柳
思國

食品保存の注意
○生鮮食品はできるだけ
　低温冷蔵しましょう

○冷蔵庫の過信は禁物

衛生管理上の注意
○まな板・調理器具を清潔に

○手を洗いましょう

下痢止めの薬は禁物
コココロロ　　ロコ　ロロココココロココ　　　　　ロ　　　ロコ　　　　ココ　　　

　食中毒の原因となったものをか

らだから出さなければなりません。

下痢がひどくても医師の指示なし

に下痢止めの薬は飲ませないよう

に。

原因・食べた時間の把握
冨■■■■●■■■■■●■■●■●層踊■■腫■■巳冒露■■■■■■■■■■■■■■璽■■彊■■■●■■■屠■

　原因となった食品が分かれば、その後の対処

もスムーズになります。症状が出るまでの食事

の内容や食べた時間をまとめておきましょう。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係693900まで〉



　　　　　　ロ鵜8こ”り⑧

さ
く
あ
館

　
　
　
　
　
　
だ
よ
り

　
　
　
T
E
L
6
9
1
3
1
7
7

第
一
回
若
山
牧
水
全

国
こ
ど
も
短
歌
ま
つ
り

　
若
山
牧
水
は
、
明
治
1
8
年
に

坪
谷
に
生
ま
れ
、
坪
谷
尋
常
小

学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
幼
年

時
代
を
こ
の
山
紫
水
明
の
地
、
　
「
坪

谷
」
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
牧
水
が
、
旅
と
自
然
を
愛
し
、

生
涯
に
わ
た
り
純
粋
な
こ
ど
も

の
心
で
歌
を
詠
い
続
け
ら
れ
た

の
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
が
、

人
格
形
成
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

牧
水
の
顕
彰
並
び
に
短
歌
文
学

の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
「
第
一
回
若
山
牧
水
全
国

こ
ど
も
短
歌
ま
つ
り
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
主
催
　
東
郷
町
・
町
教
育
委
員

　
　
　
会

■
後
援
　
宮
崎
県
・
県
教
育
委

　
　
　
員
会

東
郷
町
若
山
牧
水
顕
彰
会

他
報
道
各
社

■
と
　
き

■
と
こ
ろ

　
　
　
　
舞
台
芸
術
鑑
賞
会

第
二
部
　
牧
水
か
る
た
大
会

　
こ
の
「
第
一
回
若
山
牧
水
全

国
こ
ど
も
短
歌
ま
つ
り
」
は
、

全
国
こ
ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
と
、

例
年
↓
月
に
開
催
し
て
い
た
「
牧

水
か
る
た
大
会
」
と
併
せ
て
開

催
し
、
町
民
は
も
と
よ
り
全
国

の
小
、
中
学
生
に
短
歌
文
学
の

す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
本
年
度

か
ら
新
設
し
、
継
続
的
に
開
催

す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　
昨
年
実
施
さ
れ
た
「
全
国
こ
ど

も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、

小
学
校
の
部
で
東
郷
小
学
校
の

山
本
幸
恵
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
全
国
こ
ど
も
短
歌
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
本
町
か
ら
の
多
数

の
応
募
と
入
賞
者
が
出
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

剃
昂

全
国
こ
ど
も
短
歌
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集
要
項

■
選
者

馬
場
あ
き
子
氏

伊
藤
一
彦
氏

高
野
公
彦
氏

■
応
募
規
定

①
応
募
資
格

小
学
生
・
中
学
生

②
応
募
作
品

題
材
内
容
は
自
由
、
未
発
表
で

一
人
一
首
と
し
ま
す
。

③
応
募
方
法

◎
官
製
は
が
き
に
、
作
品
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
、
生
年
月
日
を
記
入
の
上
、

ご
応
募
下
さ
い
。

◎
学
校
単
位
や
E
メ
ー
ル
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

平
成
1
3
年
1
2
月
2
6
日

東
郷
町
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
・
中
央
公
民

館

■
内
容

第
一
部
　
全
国
こ
ど
も
短
歌
コ

　
　
　
　
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
・

募
集

う
つ
く
し
く
冶
阿
乙
思
ひ
↓
｛
ど
ど
め
お
か
む

　
　
　
　
顧
ひ
を
持
ち
て
今
を
す
ギ
よ

④
応
募
先

◎
郵
送
の
場
合

〒
8
8
3
－
O
1
9
2

東
郷
町
大
字
山
陰
丙
1
3
2
5

1
1
　
東
郷
町
黒
豚
暴
員
会
内
「
こ

ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
係
」

◎
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ヨ
①
し
・
葵
⊆
茜
⑨
σ
q
三
§
b
8
■
琴
竜

⑤
締
切

平
成
1
3
年
9
月
3
0
日
（
当
日
消
印

有
効
）

■
入
賞
等

①
入
賞

小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
と
も

・
最
優
秀
賞

・
優
秀
賞

・
入
　
　
選

②
賞

3
首

6
首

1
0
0
首
程
度

◎
各
部
門
の
最
優
秀
賞
及
び
優

秀
賞
受
賞
者
に
は
、
賞
状
及
び

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

◎
入
賞
作
品
を
収
め
た
歌
集
を

作
成
し
、
入
賞
者
全
員
に
無
料

配
布
し
ま
す
。

■
発
表

平
成
1
3
年
1
1
月

■
表
彰

◎
第
一
回
若
山
牧
水
全
国
こ
ど

も
短
歌
ま
つ
り
に
お
い
て
表
彰

し
ま
す
。

◎
各
部
門
の
最
優
秀
賞
受
賞
者
は
、

表
彰
式
に
招
待
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

東
郷
町
教
育
委
員
会
教
育
課

T
E
L
6
9
1
3
9
0
9

F
A
X
6
9
－
2
8
0
7

派
遣
事
業
予
定

■
学
童
交
流
（
友
好
の
翼
）
事
業

　
派
遣
先
／
沖
縄
県
宜
野
湾
市

　
派
遣
期
間
／
8
月
1
0
日
～
1
2
日

　
派
遣
児
童
／
小
5
・
6
1
4
名

■
海
外
派
遣
事
業

派
遣
先
／
中
国

派
遣
期
間
／
8
月
1
3
日
～
1
7
日

派
遣
生
徒
／
中
3
　
　
2
0
名

■
友
好
都
市
交
流
事
業

派
遣
先
／
北
海
道
幕
別
町

派
遣
期
間
／
8
月
2
0
日
～
2
4
日

派
遣
児
童
／
中
1
　
　
1
2
名

■
宮
崎
県
少
年
の
船

派
遣
先
／
沖
縄
県

派
遣
期
間
／
7
月
2
6
日
～
3
0
日

派
遣
児
童
／
小
5
・
6
　
2
名

　
　
　
　
　
中
3
　
1
名

□
少
年
国
内
研
修
事
業

　
幕
別
町
児
童
（
小
学
6
年
生
）

9
名
が
7
月
3
1
日
か
ら
8
月
2

日
の
日
程
で
本
町
に
来
町
し
、

寺
迫
小
学
校
児
童
や
町
内
児
童

生
徒
と
交
流
を
お
こ
な
い
ま
す
。

ま
た
、
幕
別
町
の
児
童
は
、
寺

迫
小
学
校
区
の
ご
家
庭
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
行
う
こ
と
に
な
つ

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係693900まで〉

8
月
の
璽
な
繍
壽

　　　　　　　　　o聯8ご’り

ビ
デ
オ
上
映
会

日
時
　
1
1
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
第
1
5
、
1
6
話
』

日
時
　
2
1
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
日
本
む
か
し
ば
な
し
　
第
1
9
話
』

「
き
つ
ね
の
嫁
入
り
」
「
熊
と
狐
」
「
う

ぐ
い
す
長
者
」
「
ミ
ソ
サ
ザ

イ
は
鳥
の
王
様
」

蓼
二
歳
ち
怨
ど
沁
壷
1

　
　
　
　
　
　
舗
公
演
■

　
平
成
1
3
年
8
月
1
2
日
に
開
催

さ
れ
る
「
第
一
回
牧
水
の
里
夏
祭

り
《
道
の
駅
と
う
こ
う
夏
祭
り
》
」

に
ち
ん
ど
ん
屋
が
き
ま
す
。
楽
し

い
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
の
で
是

非
お
こ
し
下
さ
い
。

　
雨
天
の
場
合
は
、
牧
水
の
里
夏

祭
り
は
中
止
と
な
り
ま
す
が
「
平

成
ち
ん
ど
ん
本
舗
公
演
」
は
実
施

し
ま
す
。

　
雨
天
時
の
「
平
成
ち
ん
ど
ん
本

舗
」
の
公
演
は
、
午
後
6
時
か
ら

さ
く
ら
館
研
修
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
さ
く
ら
館
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

般
図
書

F

・
ル
ー
目
ガ
ル
ー
京
極
夏
彦

21

｢
紀
半
ば
、
清
潔
で
無
機
的
、

仮
想
的
な
均
一
化
し
た
世
界
で
、

14

`
1
5
歳
の
少
女
だ
け
を
狙
っ

た
連
続
殺
人
事
件
が
発
生
。

リ
ア
ル
な
「
死
」
に
少
女
た
ち

は
覚
醒
し
、
闘
い
が
始
ま
っ

た
…
…
。
読
者
か
ら
の
応
募

に
よ
る
設
定
を
盛
り
込
ん
だ

双
方
向
性
小
説
。

・
千
年
王
子
　
　
長
野
ま
ゆ
み

　
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
校
の
新

学
期
。
教
官
の
人
気
ラ
ン
キ

ン
グ
の
最
下
位
は
今
年
も
シ

ン
ヤ
。
ぼ
く
ら
は
彼
を
呼
び

捨
て
に
す
る
。
気
の
迷
い
で

彼
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ヒ
ッ
ト

し
た
ぼ
く
は
、
そ
こ
で
と
ん

で
も
な
い
目
に
あ
う
。
女
が

総
人
口
の
数
％
と
な
っ
た
未

来
の
物
語
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
挑
戦
者
た
ち

1
　
執
念
の
逆
転
劇

2
　
復
活
の
舞
台
裏

3
　
翼
よ
、
よ
み
が
え
れ

4
　
男
た
ち
の
飽
き
な
い
闘
い

・
赤
い
月
（
上
・
下
）

　
　
　
　
　
　
　
な
か
に
し
礼

・
場
所
　
　
　
瀬
戸
内
寂
聴

・
回
送
電
車
　
　
　
堀
江
敏
幸

・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
ボ
ー
イ

　
　
　
ト
ニ
ー
・
パ
ー
ソ
ン
ズ

・
陽
炎
の
島
　
　
　
典
厩
五
郎

・
お
と
な
は
知
ら
な
い

　
　
　
シ
モ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ン
チ

・
勝
利
　
デ
ィ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
シ
ス

・
働
く
女
は
敵
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
遥
　
洋
子

・
え
が
お
の
む
こ
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
み
え

・
火
垂
（
ホ
タ
ル
）
　
河
瀬
直
美

・
悪
魔
の
さ
さ
や
き
　
杉
田
勝

・
空
白
の
時
刻
表

　
　
　
　
　
　
　
西
村
京
太
郎

・
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

・
ノ
ン
パ
ラ
（
パ
ラ
サ
イ
ト

し
な
い
女
た
ち
の
「
本
当
」
）

・
こ
れ
で
安
心
0
歳
か
ら
1

歳
半
育
児
大
事
典

児
童
図
書

・
ト
ロ
ル
の
な
み
だ

　
　
リ
ン
・
ス
ト
ツ
ケ

へ
　
コ
コ
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
　
コ
コ
ロ
コ
の

…
ト
リ
ム
は
北
の
森
の
奥
に
住
…

…
む
元
気
な
ト
ロ
ル
の
男
の
子
。
…

…
あ
る
日
、
大
好
き
な
お
父
さ
…

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

…
ん
が
重
い
病
気
で
急
死
し
て
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

…
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
と
き
残
…

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

…
し
た
ナ
ミ
ダ
の
告
白
で
、
色
…

r
l
層
－
．
9
8
冨
■
・
■
5
．
．
・
．
o
．
o
．
o
．
o
．
o
．
o
．
・
．
o
．
．
幽
．
．
．
o
暉
。
．
o
．
・
暉
・
」

「
釧
棚
曇
剤
矧
明
擁
司
劃
固
U
…

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
よ
の
花
」
を
探
し
に
森
の
大
…

…
冒
険
に
．
出
か
け
ま
す
。
　
　
　
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

－
■
．
．
．
■
0
■
0
■
■
．
■
．
■
．
0
．
．
．
■
．
■
■
■
■
．
・
．
■
O
・
．
■
．
・
．
・
璽
9
・
薩
，
「
馨
匪
膠
」

　
・
金
色
の
象
　
　
　
岩
瀬
成
子

へ
　
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
コ
の
ロ
ロ
ロ
の
ユ
ロ
ロ
ロ
コ
コ
ロ
ロ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ロ
ロ
コ
コ
コ
コ
コ
の

…
　
花
は
小
学
6
年
生
。
ス
ナ
…

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
ッ
ク
を
経
営
す
る
両
親
と
結
㎜

…
婚
し
て
い
る
お
兄
さ
ん
が
い
る
。
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

…
家
族
と
の
か
か
わ
り
、
友
達
…

…
と
の
家
出
、
お
む
か
い
の
ア
…

…
パ
ー
ト
に
暮
ら
す
7
0
臨
く
ら
…

…
い
の
マ
リ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
・
：
｝

…
花
を
め
ぐ
る
物
語
6
編
を
収
録
。
…

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

’
・
幽
■
．
・
幽
．
．
．
．
■
■
．
．
．
．
．
．
．
■
■
■
■
．
■
■
■
■
．
・
幽
・
・
9
，
■
塵
騒
薩
・
塵
巳
曇
置
「
」

　
・
よ
み
が
え
っ
た
黒
こ
げ
の

　
　
い
ち
ょ
う
　
　
　
唐
沢
孝
一

　
・
お
い
し
い
話
　
池
波
正
太
郎

　
・
花
の
お
江
戸
の
ミ
ス
テ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
胡
堂

　
・
マ
ザ
ー
　
　
　
　
赤
川
次
郎

　
・
る
す
ば
ん
お
ば
け
　
船
崎
克
彦

　
・
し
ゃ
く
し
ゃ
く
け
む
し
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
ね
じ
め
正
一

絵
本

　
・
か
し
こ
い
ち
い
さ
な
さ
か
な

文
バ
ー
ナ
デ
ィ
ン
・
ク
ッ
ク

絵
　
ク
ロ
ケ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

ヨ
ロ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
リ

…
　
つ
り
の
だ
い
す
き
な
男
の
子
。
…

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

…
で
も
魚
が
つ
れ
た
こ
と
は
一
…

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

…
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
…

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

…
が
あ
る
日
、
信
じ
ら
れ
な
い
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
こ
と
が
お
こ
り
ま
し
た
。
と
…

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

ヨ
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
コ
コ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
コ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
コ
コ
ロ
ロ
　
ロ
コ
　
コ
コ
コ
リ

…
て
も
と
て
も
大
き
な
魚
と
、
…

…
と
て
も
大
き
な
魚
と
、
大
き
…

…
な
魚
が
つ
れ
た
の
で
す
。
で
も
、
｝

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

…
さ
い
こ
の
小
さ
な
魚
は
？
：
・
。
…

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

　
・
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
　
広
瀬
弦

　
一
人
暮
ら
し
の
う
さ
ぎ
の
お

ば
さ
ん
が
、
亡
く
な
っ
た
お

じ
い
さ
ん
の
手
作
り
の
テ
ー

ブ
ル
に
す
わ
っ
て
い
る
と
、

昔
の
思
い
出
が
次
々
に
よ
み

が
え
っ
て
き
ま
し
た
・
：
。
大

き
な
テ
ー
ブ
ル
に
き
ざ
ま
れ

た
8
ひ
き
の
う
さ
ぎ
の
家
族

の
幸
福
な
物
語
。

　
・
マ
ヨ
ケ
チ
ャ
（
1
・
2
）

　
〔
複
合
媒
体
資
料
〕

N
H
K
「
え
い
ご
リ
ア
ン
」

　
・
お
み
ま
い
　
　
宇
野
亜
喜
良

　
・
み
つ
こ
ち
ゃ
ん
と
だ
い
す

　
き
な
マ
マ

　
・
み
つ
こ
ち
ゃ
ん
と
ボ
ン
ボ
ン

　
　
　
ニ
コ
ル
・
ラ
ン
ベ
ー
ル

　
・
い
い
タ
ッ
チ
わ
る
い
タ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
由
紀

・
な
が
れ
星
が
は
こ
ん
で
き
た

　
お
は
な
し

　
ス
テ
フ
ァ
ー
ノ
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル

　
・
ね
こ
た
ち
の
夜

　
　
ブ
ル
ー
ス
・
イ
ン
グ
マ
ン

　
・
ち
い
さ
な
魔
女
リ
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
広
野
多
珂
子

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係693900まで〉
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⑳認定農業青1農黄〉く薯

　
今
月
は
寺
迫
の
安
藤
政
廣
さ
ん
に

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
、
況
と
ム
フ
後

　
の
経
営

　
現
在
は
、
季
節
に

応
じ
た
露
地
野
菜
を

中
心
に
水
稲
・
果
樹

と
の
複
合
経
営
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
就
農
当
時
か
ら
開

パ
事
業
に
参
加
し
、

平
成
四
年
ま
で
養
蚕

に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
繭
価
格
の

低
迷
に
よ
り
養
蚕
を

や
め
て
、
桑
園
を
野

菜
・
果
樹
へ
転
換
し

ま
し
た
。
水
田
八
○

ア
ー
ル
、
畑
一
四
〇

ア
ー
ル
、
和
牛
四
頭
、

山
林
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規
模

で
経
営
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
奥
さ
ん
と
直
売
所
を

経
営
し
て
お
り
、
生
産
さ
れ
た

農
作
物
の
販
売
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
生
産
・
販
売
一
体

と
な
っ
た
経
営
を
目
指
し
て
家

族
そ
ろ
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声

　
半
払
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
（
昭

和
三
十
九
年
）
と
同
時
に
後
継

者
と
し
て
就
農
し
、
祖
父
・
両

親
か
ら
農
林
業
を
学
び
、
特
に

当
時
の
拡
大
造
林
に
夢
を
託
し
て
、

植
林
を
行
な
っ
た
と
当
時
を
思

い
出
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
営
美
々
津
開
パ

事
業
（
昭
和
四
十
六
年
～
）
に

参
加
し
、
養
蚕
拡
大
の
た
め
桑

の
植
栽
で
経
営
拡
大
を
図
っ
た
が
、

養
蚕
の
衰
退
で
平
成
四
年
に
中

止
し
た
と
、
そ
の
無
念
さ
を
話

さ
れ
る
顔
に
は
、
農
林
業
の
難

し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
六
年
に
自
分
の
畑

の
隣
接
農
道
で
農
産
物
の
無
人

販
売
を
始
め
ま
し
た
。
自
分
の

作
っ
た
も
の
を
直
接
販
売
す
る

こ
と
で
消
費
者
に
喜
ば
れ
、
ま
た
、

野
菜
を
楽
し
み
な
が
ら
作
り
、

自
分
の
つ
け
た
価
格
で
販
売
で

き
る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。
無

人
販
売
所
で
は
販
売
代
金
等
の

不
足
も
な
く
、
人
の
真
心
に
感

謝
し
て
い
ま
す
と
話
さ
れ
、
人

を
信
ず
る
心
が
な
け
れ
ば
無
人

販
売
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
農
産
物
等
の
販
売

拡
大
の
た
め
、
石
並
川
の
田
の

原
大
橋
（
広
域
農
道
）
の
訣
で

平
成
八
年
十
一
月
よ
り
無
人
販

売
を
始
め
、
平
成
九
年
四
月
か

ら
は
有
人
販
売
所
と
し
て
本
格

的
に
農
林
産
物
の
販
売
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。
初
め
は
自
分

の
も
の
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
う
ち
に
周
囲
の
農
家
や
地
域

の
農
家
の
方
々
も
自
分
の
作
っ

た
も
の
を
持
ち
寄
り
、
販
売
す

る
よ
う
に
な
っ
て
現
在
約
百
五

十
戸
の
農
家
が
自
分
の
力
作
を

出
荷
し
、
消
費
者
に
自
信
を
持

っ
て
販
売
で
き
る
商
品
が
並
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
と
話
さ
れ
る
顔

に
は
、
今
ま
で
の
苦
労
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
は
、
加
工
食
品
許
可
を
取

ら
れ
奥
さ
ん
の
る
み
子
さ
ん
を

中
心
に
惣
菜
食
品
の
販
売
も
含

め
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
消
費
者
が
集
ま
れ
ば

そ
こ
で
色
々
な
情
報
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
新
た
な
挑
戦
が
で

き
口
で
売
る
の
で
は
な
く
、
心

で
売
る
も
の
を
作
り
、
信
用
・

信
頼
を
↓
番
の
糧
に
し
た
い
と

力
説
さ
れ
る
言
葉
に
は
重
み
を

感
じ
ま
し
た
。

　
安
藤
家
は
、
祖
父
、
両
親
、

本
人
夫
婦
、
子
供
、
孫
と
十
一

人
五
世
代
が
ひ
と
つ
屋
根
の
下
で
、

暮
ら
さ
れ
て
い
て
家
族
の
要
と

な
る
奥
さ
ん
の
る
み
子
さ
ん
は
、

最
高
の
家
庭
を
築
か
れ
、
何
時

も
笑
顔
で
話
さ
れ
る
姿
に
は
感

心
し
て
い
ま
す
。

　
夢
は
、
　
「
消
費
者
と
直
接
本

音
で
情
報
交
換
で
き
る
今
の
仕

事
を
子
供
に
継
が
せ
る
こ
と
で

あ
る
」
と
話
さ
れ
、
自
然
界
の

も
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
て
い
る
今
の
農
林
業
を
続

け
る
限
り
、
安
藤
家
五
世
代
は

ま
だ
ま
だ
繁
栄
す
る
と
確
信
し

ま
し
た
。

蜜
渥
だ
毒

　
7
月
期
子
牛
・
育
成
牛
郡
共
進

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
か
ら
7
頭
出
品
し
て

い
ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
東
臼
杵
郡
市
共
進
会

雌
子
牛
の
部

　
迫
野
内
　
濱
田
ヤ
ス
子

　
　
　
　
ふ
く
ひ
め
号

　
　
　
　
　
　
　
優
等
賞
首
席

　
羽
坂
寺
原
義
雄

　
　
　
　
も
り
ひ
ら
号
　
弐
等
賞

　
迫
野
内
　
濱
田
ヤ
ス
子

　
　
　
　
ゆ
り
ひ
め
号
　
参
等
賞

去
勢
の
部

　
坪
谷
岡
村
賢
一

　
　
　
　
秀
隆
2
号

　
　
　
　
　
　
　
優
等
賞
弐
席

羽
坂

団
体
成
績

甲
斐
進

富
福
二

3
位

壱
等
賞

●
旧
ん
旧
痂
郡
＋
巾
ロ
0
0
評
△
五

雌
子
牛
の
部

　
庭
　
田
　
黒
木
サ
キ
子

　
　
　
　
わ
か
や
ま
ひ
め
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
賞

育
成
牛
の
部

庭
田
黒
木
三
曹

　
　
　
　
ま
み
6
号
　
　
弐
等
賞
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小
丸
川
の
水
源
を
守
る

　
宮
崎
県
北
部
森
林
管
理
署
は
、
大
内
国
有

林
内
に
「
水
源
か
ん
養
複
層
モ
デ
ル
林
」
を
設

定
し
ま
し
た
。

　
大
内
国
有
林
は
、
坪
谷
、
仲
深
、
羽
坂
、
田

野
地
区
の
飲
用
・
農
業
用
水
と
し
て
極
め
て
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
7
0
～
1
2
0
年
か
け
て

保
育
す
る
モ
デ
ル
林
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
面
積
は
8
㎞
で
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
の
森

林
で
、
今
後
間
伐
等
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

（
写
真
”
大
内
水
源
か
ん
養
複
層
モ
デ
ル
林
の
看

　
　
　
　
板
を
設
置
す
る
森
林
管
理
署
職
員
）

㌦
ぐ
．
：
《
C
〆
）
ワ
〈
炉
峯
冷
〉
曳
く
ミ
～

寺
迫
少
女
バ
レ
ー
が
全
国
大
会
へ

　
7
月
1
4
日
・
1
5
日
に
宮
崎
県
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
「
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
」

県
大
会
に
お
い
て
、
寺
迫
小
学
校
少
女
バ
レ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
見
事
初
優
勝
を
果
し
ま

し
た
。

　
寺
迫
少
女
バ
レ
ー
チ
ー
ム
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
粘
り
を
発
揮
し
、
予
選
か
ら
決
勝
ま
で
ー

セ
ッ
ト
も
落
と
す
こ
と
な
く
全
国
大
会
へ
の
キ

ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
、
8
月
7
日
か
ら
東
京
都
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
寺
迫
小
学
校
で
は
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
て
お
り
、
ア
ベ
ッ

ク
で
の
全
国
大
会
出
場
と
な
り
ま
す
。

。～。・つびbO汐びザ汐αへ⊃。vもくQ～％・∀鞍。〉やめ。＞・b／♂〆・・擁ひ．。ゴ・。α、％へ、。。〆つ。売侮％・。。〉％・。・∵。♂。～。♂。ひ．£σ＼。気勉～％～へ衡㌔へ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

冠
口

く

ξンづ

誉 m濁而岬覧堂学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
着
工

　
町
の
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
建
替
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
7
月
3
日
（
火
）
東
郷
小
学

校
西
隣
の
建
設
予
定
地
で
起
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
現
在
の
学
校
給
食
共
同
調
理
場
は
昭
和
5
0

年
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
施
設
が
老
朽
化
し
て

い
る
こ
と
や
O
1
1
5
7
な
ど
の
食
中
毒
防
止

に
万
全
を
期
す
た
め
に
新
し
く
建
設
さ
れ
る

も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
町
関
係
者
や
工
事
関
係
者
な
ど

が
出
席
し
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

＜
聾
／
吃
ぐ
、
ぐ
～
累
／
＼
ず
≧
・
＜
避
＞
」
ρ
、
強
聖
》
緩
く
走
＼
．
・
）
～

・
～
τ
、
’
孔
）
β
♂
｝
、
／
吃
く
、
「
．
・

冠
月
館
少
年
少
女
剣
士
が
活
躍

　
冠
月
館
の
剣
士
は
、
毎
週
4
日
間
東
郷
小

学
校
体
育
館
で
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
少
年
・
少
女
剣
士
が
活
躍
し
て
い
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
東
臼
杵
南
部
中
学
校
総
合
体
育
大
会

個
人
戦
　
準
優
勝
　
伊
東
哲
男
（
八
重
原
）

○
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
日
向
・
東
臼
杵
南
部

ブ
ロ
ッ
ク
大
会

1
年
生
の
部
　
優
勝

2
年
生
の
部
　
優
勝

　
　
　
　
　
　
3
位

5
年
生
の
部
　
優
勝

団
体
戦
女
子
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
3
⊥
坐

野
内
）
海
野
千
佳
（
羽
坂
）
山
本
幸
恵
（
鶴
野
内
）

永
池
源
大
（
福
瀬
）

三
浦
俊
希
（
鶴
野
内
）

海
野
千
佳
（
羽
坂
）

海
野
健
太
郎
（
羽
坂
）

｛
　
池
田
真
菜
美
（
鶴
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第10回東郷町観光写真コンテスト

　町観光協会では次により、観光写真コンテストを

実施します。奮ってご応募ください。

【テーマ】

東郷町の四季（自然・歴史・民族・文化・イベント等）

【応募方法】

作品：一人何点でも応募できますが、入賞は一人一

　　　賞とします。（未発表のものに限ります。）

規格：四切（ワイド四切可）の単写真のみに限ります。

　　※パネル・額入りは受け付けません。

応募票：応募作品には住所・氏名・年齢・性別・電

　　　　話番号・題名・撮影場所を記入した応募票

　　　　を必ず添付してください。

入賞者には原版またはネガフィルムの提出を求めます。

【応募締切】平成13年10月15日（当日消印有効）

【審査員】田崎力氏（二科展写真部会）

【発表】平成13年10月下旬

【表彰】平成13年11月4日（町産業文化祭）

　○金賞　賞状及び賞金

　○銀賞　賞状及び賞金

　0銅賞　賞状及び賞金

　0入選　賞状及び賞金

【応募先】

　〒883－0192

10万円

　5万円

　1万円

　3千円

1点

2点

3点

3点

東郷町大字山陰丙1374番地

　東郷町観光協会写真コンテスト係

　　　　　容69－3901

東郷町職員採用試験のお知らせ
東郷町職員採用試験を次のとおり実施します。

1．種類　　初級（高校卒業程度）

2。職種　　一般事務（A）

3．採用予定人員　　若干名

4．受験資格

　（1）学歴　学歴は問いません。

　（2）年齢　昭和47年4月2日から昭和59年4月1日

　　　　　までに生まれた者。

　※但し、日本国籍を有しない等の欠格条項に該当

　　する者は受験できません。

5．試験の日時、会場

　一次試験　日時：9月16日（日）　8時30分～12時30分

　　　　　　会場：宮崎県立門川農業高等学校

　二次試験　日時：10月下旬（一次試験合格者に通

　　　　　　面します。）

　　　　　　会場：東郷町役場

6．試験の方法

　一次試験　教養試験・作文試験

　二次試験　人物試験（面接）・身体検査

7．受験手続

　（1）申込用紙の請求及び提出先

　　　東郷町役場総務課（郵送による申込用紙の請求・

　　提出もできます。）

　　　〒883－0192東郷町大字山陰丙1374番地

　（2）受付期間

　　　平成13年7月30日～8月20日（郵送の場合は当

　　日消印有効）

　　※詳しくは、役場総務課（盈69－3900）

　　　までお問い合わせください。

へρb〈♂＞qb〈こP＞qb〈∫＞qじヘヂ＞qb〈押じ＜＜ρ＞qb〈押じヘヂ〉つ酬♂榔曜b〈こρ＞qb〈押b〈卯b〈∫＞qb〈躍b〈◎

｛
あ
の
人
は
、
あ
の
子
は
、

ム
フ
ど
こ
に
！

1
1
行
方
不
明
者
の
特
別
相

談
所
開
設
H

　
警
察
で
は
、
9
月
中
を
「
行

方
不
明
者
捜
索
強
化
月
間
」
と

定
め
、
特
別
に
県
内
6
箇
所
で
「
行

方
不
明
者
の
特
別
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
事
情
が
あ
っ
て
家

出
し
、
行
方
不
明
と
な
っ
て
い

る
人
達
の
所
在
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
不
幸
に
し
て
身
元
が

判
明
し
な
い
ま
ま
亡
く
な
ら
れ

無
縁
仏
と
し
て
葬
ら
れ
て
い
る

人
を
一
人
で
も
多
く
探
し
出
し
て
、

ご
遺
族
の
悲
し
み
を
和
ら
げ
よ

う
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
は
1
5
4
名
の
行
方
不

明
者
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、

3
9
名
の
所
在
が
判
明
し
ま
し
た
。

○
病
気
を
苦
に
家
出
し
た
人

○
家
を
出
た
ま
ま
長
く
連
絡
の

な
い
人

　
こ
の
よ
う
な
人
を
お
探
し
の

方
は
、
遠
慮
な
く
最
寄
り
の
相

談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
さ
れ
る
際
は
、
行
方
不

明
者
の
手
が
か
り
と
な
る
次
の

よ
う
な
資
料
等
を
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

★
写
真
（
で
き
る
だ
け
新
し
い

も
の
）

★
身
体
特
徴
（
ホ
ク
ロ
・
手
術

跡
等
）

★
血
液
型
や
歯
の
治
療
歴
（
歯

科
医
院
名
）

★
い
つ
も
身
に
付
け
て
い
た
物
（
時

計
・
貴
金
属
等
）

ま
た
、
役
場
で
「
戸
籍
附
票
」

を
事
前
に
調
べ
て
お
い
て
い
た

だ
く
と
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。

◎
行
方
不
明
者
の
特
別
相
談
所

日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
日
時
　
9
月
1
2
日
（
水
）

　
　
　
　
1
0
時
～
1
8
時
3
0
分

延
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
日
時
　
9
月
1
3
日
（
木
）

　
　
　
9
月
1
4
日
（
金
）

　
　
　
　
1
0
時
～
1
8
時
3
0
分

※
都
合
に
よ
り
相
談
日
に
来
所

で
き
な
い
方
な
ど
、
こ
の
件
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
敬
言
察
署
、
又
は
敬
言
察

本
部
鑑
識
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

警
察
本
部
鑑
識
課

雪
0
9
8
5
－
3
1
－
0
1
1
0

物損事故 7（45）

人身事故 3（14）

死　　者 0（0）

交
通
事
故
発
生
状
翼
6
月
史

重傷者 1（2）

軽傷者 7（22）

（）内は年間累計

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係693900まで〉

坪
谷
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
一
人
暮
し
の
高
齢
者
を
支
援

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
今
年
も
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、

全
校
生
徒
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
方
か
ら
の
依
頼
が
あ

れ
ば
、
肩
た
た
き
・
お
話
相
手
・

庭
や
部
屋
の
掃
除
の
手
伝
い
な

ど
を
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
下
さ
い
。

　
利
用
希
望
の
方
は
、
坪
谷
中

学
校
（
含
6
9
1
7
5
6
9
）
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
含
6
9
1

2
1
1
6
）
ま
た
は
民
生
委
員

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

小
丸
川
ふ
れ
あ
い
さ
か

な
の
つ
か
み
ど
り
大
会

．
　
市◎頗謡躍

　
小
丸
川
水
質
汚
濁
防
止
協
議

会
主
催
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
河
川
浄
化
イ
ベ
ン
ト
が
、

今
年
は
越
表
で
次
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た

う
な
ぎ
、
こ
い
、
ま
す
な
ど
の

つ
か
み
ど
り
や
河
川
へ
の
放
流

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
参
加
料
は
不
要
で
す
。
是
非

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
8
月
1
9
日
（
日
）

　
　
　
　
1
1
時
3
0
分
～

▽
場
所
　
越
表
小
学
校
下
河
川
敷

詳
し
く
は
、
住
民
課
環
境
水
道

係
（
倉
6
9
3
9
0
2
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
1
回
牧
水
の
里
の
夏
祭
り

▽
日
時
　
8
月
1
2
日
（
日
）

　
　
　
1
8
時
3
0
分
～
2
1
時
3
0
分

▽
場
所
　
道
の
駅
と
う
こ
う

　
町
観
光
協
会
で
は
、
第
1
回
牧

水
の
里
の
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

盆
踊
り
、
創
作
踊
り
、
ち
ん
ど
ん

屋
等
多
彩
な
催
し
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
一
緒
に
踊
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
テ
ン
ト
村
を
設
営
し
、

地
場
産
品
販
売
や
環
境
保
全
型

農
産
品
の
初
市
も
開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
役
場
企
画
財
政
課

口
6
9
1
3
9
0
1
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
郷
町
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

開
放
日
の
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

　
地
元
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
す

る
方
、
ま
た
は
そ
の
家
族
等
を
対

象
に
、
次
の
日
程
で
就
職
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
向
会
場

▽
日
時
　
8
月
1
3
日
（
月
）

　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
目
1
6
時

▽
会
場
　
ホ
テ
ル
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日
向

●
延
岡
会
場

▽
日
時
　
8
月
1
1
日
目
土
）

　
　
　
　
1
3
時
3
0
～
1
6
時

▽
会
場
　
延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
詳
し
く
は
役
場
企
画
財
政
課

（
容
6
9
1
3
9
0
1
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

」8鵜
　
⑬

愈
蓄

　
忌
明
け
と
し
て
、

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
（
7
月
1
1
日
ま
で
に
受

付
し
た
分
）

◎
鶴
野
内
の
林
正
美
さ
ん
か
ら

（
ミ
エ
子
さ
ん
逝
去
）

◎
田
野
の
稲
田
晴
子
さ
ん
か
ら

（
喜
長
さ
ん
6
9
歳
逝
去
）

6
灯

次
の
方
か

般
　
寄
　
付

夏
の
地
域
安
全
運
動

自衛官募集のお知らせ

募集種目 応募資格 受付期間 1次試験

防衛大学校学生

@（男　女）

高卒（見込含）　　　　9月13日～
Q1歳未満の者…10月12日吐0日・11日

旨11月

　　　　　　　1
h衛医科大学校学生…高卒（見込含）　9月13日～i11月　　　　　　　1

@（男　女）　i21歳未満の者…10月12日3日・4日　　　　　　　…　　　　　　　　　　　…

看護学生
@（男　女）

高卒（見込含〉

ﾄ未満の者

　　　　19月！3日～

P0月12日

10月23日

※詳細についてのお問い合わせ先

　自衛隊日向募集事務所　盆52－6914

　東郷町役場総務課　　　容69－3900

　
夏
季
に
は
各
種
犯
罪
・
事
故
及

び
少
年
非
行
が
多
く
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
一
体
と
な
っ
て
「
夏
の
地
域

安
全
運
動
」
を
推
進
し
、
犯
罪
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
期
間
　
8
月
1
日
～
8
月
3
1
日

○
運
動
の
重
点

（
1
）
空
き
巣
狙
い
等
侵
入
盗
の
防
止

（
2
）
少
年
の
非
行
防
止

（
3
）
性
的
（
痴
漢
等
）
犯
罪
の
防
止

　
鶴
野
内
の
大
塚
一
雄
さ
ん
、

寺
原
国
義
さ
ん
よ
り
快
気
祝
と

し
て
、
東
郷
病
院
の
谷
川
先
生

よ
り
高
齢
者
の
た
め
に
と
社
会

福
祉
協
議
会
へ
一
般
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
期
日
　
8
月
1
2
日
（
日
）
、
1
9
日
目
日
）

▽
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

一
般
剣
道
愛
好
家
を
募
集

　
「
東
郷
町
剣
友
会
」
の
名
の
元
、

一
般
の
剣
道
愛
好
家
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
冠
月
館
道
場
の
少
年
剣

士
と
剣
道
で
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
一
緒
に
稽
古
を
し
て
み
よ
う
と

思
わ
れ
た
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（
世
話
人
）

矢
野
宗
＝
盈
6
9
1
3
3
6
1
）

畝
原
寿
雄
（
容
6
9
！
3
3
5
0
）

緒
方
幸
男
（
容
6
9
1
2
0
2
6

　
　
　
　
ま
た
は
東
郷
駐
在
所
）

ム
フ
月
の
納
税
等

■
．
＝

●

介国町
護民
保健県
一婦
費保民
普険
徴税税
）

雨期期

　
　
（
6
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
保
護
者
住
所

都
甲
崇
専
芳
彦
小
野
田

結
婚
お
幸
せ
に

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　
氏
　
　
　
名
　
年
齢
住
所

黒
木
茂
子
6
0
歳
寺
迫

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係693900まで〉
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σ愚高松保育園〔う壱

▲クワガタ虫

寺迫　落鹿の
渡辺　引くん（5歳）

父：光志さん

○好きな食べ物は何
　ですか？

　すいか・アイス・

　ぶどう

○好きな遊びは何で
　すか？
　ブランコ

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　野球選手

の
む

寺迫　寺迫の
　　　さ　とみ
岩切沙智ちゃん（臓）

父：繁尚さん
母：幸子さん
○好きな食べ物は何
　ですか？

　すいか・りんご
○好きな遊びは何で
　すか？
　プール

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　かんごふさん

．
姦

β二二聴

雀
▲お友達

眞頁眞頁頃頁眞賞頁

翻㊥誘惑
眞頁頁眞眞質頃眞賞

牧水公園でテレビ

（全国放送）の収録

　毎週日曜日の午後7時

からUMKで放映されて

いる人気番組「鉄腕ダッ

シュ」の収録が、7月1

4日（土）牧水公園河川
プールで行われました。

　これは、九州の河川プ
ール巡りの一：つとして行

われたもので、TOKIOの

メンバーの山口達也さん

が牧水公園を訪れ収録が
行われました。

　この企画が採用されれ
ば、8月5日の同番組で
放映される予定です。

表
紙
牧
水
の
う
た
の
解
説

都
　
甲
　
欣
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ろ

鯨
な
す
う
ね
り
の
群
の
帆
の
か
げ
に

船
子
等
は
金
属
と
光
り
み
に
け
り

（
秋
風
の
歌
）

　
牧
水
は
大
正
二
年
（
一
九
二
二
）
十
月
下
旬
、
伊
豆
旅
行
に
出

か
け
た
。
目
的
地
は
下
田
沖
の
神
子
元
島
で
、
そ
こ
に
は
早

稲
田
大
学
時
代
の
友
人
古
賀
安
冶
が
灯
台
守
り
を
し
て
い
た
。

　
牧
水
が
神
子
元
島
に
渡
っ
た
の
は
十
月
二
八
日
で
、
当
時

こ
の
地
方
を
襲
っ
た
暴
風
雨
後
の
し
け
た
海
を
、
灯
台
通
い

の
小
船
で
木
の
葉
の
よ
う
に
も
ま
れ
な
が
ら
島
に
渡
っ
た
。

　
こ
の
歌
は
「
下
田
港
よ
り
灯
台
用
便
船
に
乗
り
て
神
子
元

島
に
渡
る
、
一
本
な
き
岩
礁
な
り
き
」
と
詞
書
の
三
十
五
首

中
の
一
首
で
、
第
七
歌
集
『
秋
風
の
歌
』
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
歌
の
碑
が
門
川
町
・
故
奈
須
敬
二
氏
邸
内
に
建
立

さ
れ
平
成
十
年
二
月
八
日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

　
奈
須
敬
二
氏
は
、
日
本
の
ク
ジ
ラ
研
究
の
第
一
人
者
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
方
で
、
退
任
後
の
平
成
五
年
、
出
身
地
の
門

川
町
に
帰
ら
れ
て
郷
土
の
文
化
活
動
や
講
演
等
に
尽
力
さ
れ

た
、
「
鯨
博
士
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
牧
水
が
詠
ん
だ
ク
ジ

ラ
の
歌
を
見
つ
け
て
歌
碑
建
立
を
決
意
し
て
準
備
を
進
め
ら

れ
た
。
志
半
ば
で
急
逝
さ
れ
た
奈
須
氏
の
意
思
を
果
た
そ
う

と
川
並
俊
一
を
代
表
と
す
る
発
起
人
会
を
発
足
さ
せ
、
交
友

の
あ
っ
た
人
た
ち
や
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
歌
碑
が

立
て
ら
れ
た
。
　
（
県
内
歌
碑
め
ぐ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係693900まで〉
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